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令和元年第１回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第１号（令和元年６月２８日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

第１ 議席の指定

第２ 議席の一部変更

第３ 会議録署名議員の指名

第４ 会期の決定

第５ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第６ 議案第１号 専決処分の承認を求め

ることについて（平成３０年度

三沢市一般会計補正予算（第７

号））

第７ 議案第２号 令和元年度三沢市一般

会計補正予算（第１号）

第８ 議案第３号 令和元年度三沢市下水

道事業特別会計補正予算（第１

号）

第９ 議案第４号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市子ど

も・子育て会議条例の一部を改

正する条例の制定について）

第10 議案第５号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市税条例

等の一部を改正する条例の制定

について）

第11 議案第６号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市原子力

発電施設等立地地域における固

定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について）

第12 議案第７号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市承認地

域経済牽引事業のために設置さ

れる施設に係る固定資産税の特

別措置に関する条例の一部を改

正する条例の制定について）

第13 議案第８号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市地方活

力向上地域に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部を

改正する条例の制定について）

第14 議案第９号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市国民健

康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について）

第15 議案第10号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市介護保

険条例の一部を改正する条例の

制定について）

第16 議案第11号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

─────────────────

第17 提案理由の説明

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

第１ 議席の指定

第２ 議席の一部変更

第３ 会議録署名議員の指名

第４ 会期の決定

第５ 諸 報 告

─────────────────

（本定例会に提出された事件）

第６ 議案第１号 専決処分の承認を求め

ることについて（平成３０年度

三沢市一般会計補正予算（第７

号））



― 2 ―

第７ 議案第２号 令和元年度三沢市一般

会計補正予算（第１号）

第８ 議案第３号 令和元年度三沢市下水

道事業特別会計補正予算（第１

号）

第９ 議案第４号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市子ど

も・子育て会議条例の一部を改

正する条例の制定について）

第10 議案第５号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市税条例

等の一部を改正する条例の制定

について）

第11 議案第６号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市原子力

発電施設等立地地域における固

定資産税の特別措置に関する条

例の一部を改正する条例の制定

について）

第12 議案第７号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市承認地

域経済牽引事業のために設置さ

れる施設に係る固定資産税の特

別措置に関する条例の一部を改

正する条例の制定について）

第13 議案第８号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市地方活

力向上地域に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部を

改正する条例の制定について）

第14 議案第９号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市国民健

康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について）

第15 議案第10号 専決処分の承認を求め

ることについて（三沢市介護保

険条例の一部を改正する条例の

制定について）

第16 議案第11号 三沢市火災予防条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

─────────────────

第17 提案理由の説明

─────────────────

◎出席議員（１７名）

議長 １番 舩 見 亮 悦 君

副議長 １１番 太 田 博 之 君

２番 小比類巻 孝 幸 君

３番 田 嶋 孝 安 君

４番 佐々木 卓 也 君

５番 下 山 光 義 君

６番 遠 藤 泰 子 君

７番 瀬 崎 雅 弘 君

８番 澤 口 正 義 君

９番 加 澤 明 君

１０番 西 村 盛 男 君

１２番 堀 光 雄 君

１３番 春 日 洋 子 君

１４番 小比類巻 雅 彦 君

１５番 馬 場 騎 一 君

１６番 山 本 彌 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

─────────────────

◎欠席議員（１名）

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 小檜山 吉 紀 君

副 市 長 米 田 光一郎 君

政 策 部 長 山 本 剛 志 君

総 務 部 長 佐々木 亮 君

財 務 部 長 伊 藤 徹 也 君

市民生活部長 山 本 優 君

福 祉 部 長 田面木 るり子 君

経 済 部 長 関 敏 徳 君

建 設 部 長 澤 田 潤 君

上下水道部長 高 橋 常 幸 君

総 務 部 参 事
蹴 揚 光 昭 君

兼 総 務 課 長

政 策 部 参 事
新 堂 宏 一 君

兼政策調整課長

財 務 部 参 事
三 浦 剛 君

兼 財 政 課 長

秘 書 課 長 田 中 浩 君

管 財 課 長 伊 澤 徹 君
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障害福祉課長 大 塚 勤 光 君

水産振興課長 田 鎖 豊 君

都市整備課長 沼 辺 慎 也 君

土 木 課 長 吉 村 聖 毅 君

下 水 道 課 長 坂 岡 敏 行 君

水 道 課 長 小笠原 五十治 君

三沢病院事務局長 別 部 容 寛 君

消 防 長 山 内 修 一 君

教 育 長 冨 田 敦 君

教 育 部 長 山 﨑 徹 君

代表監査委員 中野渡 進 君

─────────────────

◎職務のため出席した職員

事 務 局 長 村 井 拓 司 君

次 長 中 村 容 三 君

庶 務 係 長 織 笠 信 吾 君

主 査 川 嶋 貴 彬 君

主 事 浪 岡 光 平 君

─────────────────

◎会議録署名議員

９番 加 澤 明 君

１３番 春 日 洋 子 君

─────────────────

配付資料

◎常任委員会委員一覧表

（総務文教常任委員会）

議席番号 職 名 氏 名

５番 委 員 長 下 山 光 義

７番 副委員長 瀬 崎 雅 弘

２番 委 員 小比類巻 孝 幸

６番 委 員 遠 藤 泰 子

１１番 委 員 太 田 博 之

１４番 委 員 小比類巻 雅 彦

◎議会改革特別委員会委員一覧表

議席番号 職 名 氏 名

１０番 委 員 長 西 村 盛 男

４番 副委員長 佐々木 卓 也

２番 委 員 小比類巻 孝 幸

３番 委 員 田 嶋 孝 安

７番 委 員 瀬 崎 雅 弘

８番 委 員 澤 口 正 義

１２番 委 員 堀 光 雄

１７番 委 員 堤 喜一郎
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午前１０時０１分 開会

─────────────────

◎ 開 会

○議長（舩見亮悦君） 出席議員は定足数に

達しておりますので、会議は成立いたしま

す。

これより、去る６月２０日告示招集されま

した令和元年三沢市議会第１回定例会を開会

します。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第１号をもって進めます。

この際、報告いたします。

令和元年６月２日の補欠選挙で当選されま

した小比類巻孝幸議員については、議事の進

行上、１４番席に座っていただいております

ので、御了承願います。

それでは、小比類巻孝幸議員を紹介しま

す。

○１４番（小比類巻孝幸君） ただいま紹介

にあずかりました小比類巻孝幸です。

市民の代表の１人として、市政、議会運営

にしっかり頑張っていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。

─────────────────

◎日程第１ 議席の指定

○議長（舩見亮悦君） 日程第１ 議席の指

定を行います。

今回当選されました小比類巻孝幸議員の議

席は、会議規則第４条第２項の規定により、

議長において議席番号を２番に指定します。

─────────────────

◎日程第２ 議席の一部変更

○議長（舩見亮悦君） 日程第２ 議席の一

部変更を議題とします。

小比類巻孝幸議員の議席の指定に関連し、

議席の一部を変更したいと思います。その議

席番号及び氏名を局長に朗読させます。

○事務局長（村井拓司君） 変更議席番号及

び氏名を朗読します。

３番田嶋孝安議員、４番佐々木卓也議員、

５番下山光義議員、６番遠藤泰子議員、７番

瀬崎雅弘議員、８番澤口正義議員、９番加澤

明議員、１０番西村盛男議員、１１番太田博

之議員、１２番堀光雄議員、１３番春日洋子

議員、１４番小比類巻雅彦議員、以上でござ

います。

○議長（舩見亮悦君） お諮りします。

ただいま朗読したとおり、議席の一部を変

更することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、ただいま朗読したとおり、議席の

一部を変更することに決しました。

それでは、議席の入れかえのため、暫時休

憩します。

午前１０時０４分 休憩

────────────────

午前１０時０６分 再開

○議長（舩見亮悦君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

この際、常任委員会及び特別委員会の委員

の指名について報告いたします。

委員会条例第８条第１項の規定に基づき、

６月３日付をもって小比類巻孝幸議員を総務

文教常任委員会及び議会改革特別委員会委員

に議長において指名しました。

─────────────────

◎ 表彰状及び感謝状の伝達

○議長（舩見亮悦君） 次に、去る６月１１

日、東京都において開催されました全国市議

会議長会第９５回定期総会におきまして、表

彰及び感謝状を受けられた方々に対し、その

伝達を行います。

なお、伝達は、全国市議会議長会一般表

彰、全国市議会議長会感謝状の順に行いま

す。

それでは、局長が表彰を受けられた方々を

お呼びしますので、演壇の前までお進みくだ

さい。

○事務局長（村井拓司君） お呼びいたしま

す。

全国市議会議長会一般表彰、市議会議員と

して１５年以上その職にある者、春日洋子議
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員、同じく堀光雄議員、同じく太田博之議

員。

以上でございます。

○議長（舩見亮悦君） 表彰状。三沢市、春

日洋子殿。

あなたは、市議会議員として１５年市政の

振興に努められ、その功績は著しいものがあ

りますので、第９５回定期総会に当たり、本

会表彰規程によって表彰いたします。

令和元年６月１１日、全国市議会議長会会

長野尻哲雄。代読です。

おめでとうございました。（拍手）

（表彰状手交）

○議長（舩見亮悦君） 表彰状。三沢市、堀

光雄殿。

あなたは、市議会議員として１５年市政の

振興に努められ、その功績は著しいものがあ

りますので、第９５回定期総会に当たり、本

会表彰規程によって表彰いたします。

令和元年６月１１日、全国市議会議長会会

長野尻哲雄。代読です。

おめでとうございました。（拍手）

（表彰状手交）

○議長（舩見亮悦君） 表彰状。三沢市、太

田博之殿。

あなたは、市議会議員として１５年市政の

振興に努められ、その功績は著しいものがあ

りますので、第９５回定期総会に当たり、本

会表彰規程によって表彰いたします。

令和元年６月１１日、全国市議会議長会会

長野尻哲雄。代読です。

おめでとうございました。（拍手）

（表彰状手交）

○議長（舩見亮悦君） ここで、議長を交代

します。

○副議長（太田博之君） 議長を交代しまし

た。

それでは、感謝状の伝達を行います。

局長が感謝状を受けられた方をお呼びしま

すので、演壇の前までお進み願います。

○事務局長（村井拓司君） お呼びいたしま

す。

全国市議会議長会評議員としての感謝状、

舩見亮悦議長。

○副議長（太田博之君） 感謝状。三沢市、

舩見亮悦殿。

あなたは、全国市議会議長会評議員として

会務運営の重責に当たられ、本会の使命達成

に尽くされた功績は、まことに顕著なものが

ありますので、第９５回定期総会に当たり、

深甚な感謝の意を表します。

令和元年６月１１日、全国市議会議長会会

長野尻哲雄。代読。

おめでとうございました。（拍手）

（感謝状手交）

○副議長（太田博之君） ここで、議長を交

代します。

○議長（舩見亮悦君） 議長を交代しまし

た。

─────────────────

◎日程第３ 会議録署名議員の指名

○議長（舩見亮悦君） 日程第３ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員に、加澤明議員、春日洋子

議員の両氏を指名します。

─────────────────

◎日程第４ 会期の決定

○議長（舩見亮悦君） 日程第４ 会期の決

定を行います。

お諮りします。

今定例会の会期は、会期日程表案のとお

り、本日から７月１１日までの１４日間とし

たいと思いますが、これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（舩見亮悦君） 御異議なしと認めま

す。

よって、会期は、本日から７月１１日まで

の１４日間と決定しました。

─────────────────

◎日程第５ 諸報告

○議長（舩見亮悦君） 日程第５ 諸報告

は、印刷してお手元に配付したとおりです。

御了承願います。
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─────────────────

◎日程第 ６ 議案第 １号から

日程第１６ 議案第１１号まで

○議長（舩見亮悦君） 次に、日程第６ 議

案第１号専決処分の承認を求めることについ

て（平成３０年度三沢市一般会計補正予算

（第７号））から日程第１６ 議案第１１号

三沢市火災予防条例の一部を改正する条例の

制定についてまでの全議案を一括上程しま

す。

─────────────────

◎日程第１７ 提案理由の説明

○議長（舩見亮悦君） 日程第１７ 提案理

由の説明を願います。

小檜山市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

本日ここに、令和元年三沢市議会第１回定

例会の開会に当たり、提案理由の説明に先立

ち、議長のお許しをいただき、先ほど表彰さ

れました議員の皆様方にお祝いの言葉と、三

沢市政を運営するに当たりまして、私の基本

姿勢及びその所信を明らかにし、市民の皆様

並びに議員各位の御理解と御協力をお願い申

し上げます。

去る６月１１日に開催されました全国市議

会議長会第９５回定期総会におかれまして、

市議会議員として在職１５年以上の表彰を春

日洋子議員、堀光雄議員、太田博之議員がそ

れぞれ受賞され、また、舩見亮悦議長が評議

員として感謝状を受けられましたことは、ま

ことにめでたく、市民とともに心からお祝い

を申し上げます。

このたびの受賞は、市議会議員として、三

沢市の発展はもとより地方自治の振興に大き

く御貢献された功績によるものであり、まこ

とに名誉なことであります。

受賞された議員の皆様方には、さらなる御

隆盛を御祈念申し上げまして、お祝いの言葉

とさせていただきます。本当におめでとうご

ざいました。

それでは、三沢市政を運営するに当たり、

私の基本姿勢とその所信について述べさせて

いただきます。

三沢市は、昭和３３年に市制施行以来、６

１年という年月が流れる中で、幾多の災害や

困難を乗り越え、日夜市政運営に当たられて

こられた種市前市長をはじめ、歴代の市長並

びに市議会議員の皆様の御尽力と御功績に対

しましては、改めまして敬意を表するととも

に、感謝を申し上げます。

去る６月２日執行の三沢市長選挙におきま

して、多くの市民の皆様並びに議員各位から

の御支持、御支援を賜り、平成から令和と

なった新しい時代の第６代目三沢市長という

栄に浴しました。

皆様方から寄せられました、心温まる御厚

情に対しまして、この場をおかりして心より

感謝を申し上げます。

今、こうしてこの壇上に立ちますと、市政

運営をつかさどる職責の重さをひしひしと感

じており、市民の皆様から寄せられた大きな

期待に身の引き締まる思いでございますが、

市民の皆様の負託に応えるべく、これまで築

き上げてこられた確かな歩みをしっかりと前

へ進めるために、初心を忘れず、決しておご

ることなく、使命感を持って全力で取り組ん

でまいる所存でございます。

私は、これまで三沢市議会議員２期８年、

青森県議会議員３期１２年、計２０年の政治

経験の中で多くの方を知り、多様な場面に接

し、政策提言や問題提起などを行ってきた傍

ら、約４５年にわたり現場での幼児教育に携

わってまいりました。この政治経験と福祉と

いう現場経験を最大限に生かし、三沢に生ま

れ、三沢に育ち、三沢に育てられ、三沢を愛

し、常に三沢を見詰めてきた市民感覚を忘れ

ることなく、ふるさと三沢のさらなる発展と

市民福祉の向上に粉骨砕身の努力を傾注して

まいりますので、御支援、御協力のほど、何

とぞよろしくお願いを申し上げます。

さて、我が国は、少子高齢化の著しい進行

により、誰もが経験したことがない急速な人

口減少社会を迎えております。このことは、
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労働力不足による地方経済衰退や地域コミュ

ニティーの希薄化など、とりわけ地方に深刻

な状況をもたらし、存続が危ぶまれる自治体

さえあります。

三沢市におきましては、これまでの人口減

少施策の実施により、他の自治体に比べ少子

化傾向が緩く、出生率、婚姻率、合計特殊出

生率が県内随一となっているものの、人口は

漸減してきている状況となっております。人

口減少に歯どめをかけることが私に課せられ

た最大の使命であるものと認識しているとこ

ろであります。

このような中にあって、これからの４年間

の市政運営に当たっては、「確かな歩みを前

へ」と進める基本方針を掲げ、子育て支援の

政策を核として、教育環境の充実や共生社会

の浸透など、住んでみたい、住んでよかった

と思われるような選ばれるまちを目指し、で

きることから着実に、市民の皆様との対話を

通じて一つ一つ前へ進めていくことが肝要で

あるものと考えております。

そのためには、地域間の連携、あるいは広

域による協力、市民の皆様や企業、団体等と

のさらなる協力連携により、三沢市がより安

全で安心できる、そして活力に満ちあふれ、

明るく充実した生活を送ることができるよ

う、市民目線でまちづくりを進めてまいりま

す。

以上のような基本姿勢に立ち、今後の施策

を実施していく上で、次の六つの政策を基本

に市政運営に取り組んでまいりたいと考えて

おります。

第１に、子育て支援についてであります。

小さな笑顔を大きな力へと変えるため、４

月にオープンした、三沢キッズセンターそら

いえを拠点に、妊娠期から切れ目のない子育

て支援策を充実させるとともに、妊産婦健康

診査や所得制限のない子ども医療費給付事業

などを継続し、新たに子育て分野における行

政・学校・地域の連携を図ってまいりたいと

思っております。

また、子育てに悩む父親、母親など子育て

世帯への支援として、家族だけで悩まない、

市を挙げて子育てを応援する仕組みづくりに

取り組み、県内一子供を産み育てやすい環境

の整備を図ってまいります。

第２に、教育環境の充実についてでありま

す。

未来に満ちあふれている子供たちの夢と希

望を育むためには、教育環境の充実は必要不

可欠であるものと思っております。

御承知のとおり、市内の小中学校の学力

は、県内でもトップクラスの状況であります

が、未来ある子供たちのさらなる学力の向上

と、あわせてスポーツや文化面で活躍できる

よう、三沢版コミュニティースクールを強化

し、地域の方々と一緒に協働しながら、子供

たちの豊かな成長を支える仕組みを推進する

とともに、現在、学習効果を高めるために小

中学校に配置している教育支援員を増員する

など、豊かで、そして楽しく学校生活が送れ

るよう、子供たちの目線に立った特色のある

教育環境の充実を図ってまいります。

また、子供の虐待ゼロ、子供のいじめゼ

ロ、子供の不登校ゼロを目指し、子供の基本

的人権を保障する、仮称「三沢市子どもしあ

わせ憲章」の制定に向け、市民の皆様と一緒

になって努力してまいります。

第３に、共生社会の浸透についてでありま

す。

三沢市は、東京オリンピック・パラリン

ピックのホストタウン、共生社会のホストタ

ウンに登録されたことに加え、昨年１０月に

車椅子ラグビーカナダ代表チームが第１回目

となる事前合宿を実施いたしました。

三沢市が目指す障害の有無にかかわらず暮

らしやすい共生社会の構築を図り、国籍・年

齢・性別や価値観などの違いをお互いに認め

合う、心のバリアフリーを推進してまいりま

す。

また、グローバル化に対応できる人材育成

を進めるため、ウエナッチバレーとの国際交

流事業を継続するほか、市民のきずなを強固

なものにするため、市民活動団体の支援を図
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り、市民の誰もが安心して、自分らしく生き

生きと暮らせる確かな共生社会へと発展させ

てまいります。

第４に、ＩＣＴタウンの推進についてであ

ります。

国では、東日本大震災の経験を踏まえ、災

害に強いまちの実現、地域のコミュニティー

の再生、地域活性化など、地域が抱えるさま

ざまな課題を解決するため、ＩＣＴを活用し

たまちづくりを推進しております。

このため、命を守るライフラインとしての

情報として、ＩＣＴを活用した災害に強く成

長するまちづくりを目指し、行政改革分野、

教育分野、医療・福祉・育児分野、防災・減

災分野、観光・交通分野など、各分野で活用

できるよう、庁内に仮称ＩＣＴ推進プロジェ

クトチームを設置し、調査研究をしてまいり

ます。

また、県内の外国人延べ宿泊者数が、伸び

率では全国１位と過去最高を記録するなど、

インバウンド誘致への取り組みが加速化して

きております。

三沢市におきましても、外国人観光客数が

増加傾向にあり、多様な外国人への対応が急

務となっております。このため、インバウン

ド観光者や外国人等、誰もが容易に情報が収

集できるツールとして、公共施設や屋外で使

える公共のＷｉ－Ｆｉ環境の整備を進めてま

いります。

第５に、地域力の向上についてでありま

す。

地域経済の活性化は、まちづくりを進めて

いく上で重要な課題であるものと認識してお

ります。

子育てしやすいまち、教育や福祉の充実し

たまち、文化やスポーツの盛んなまちであっ

ても、そこに住むためには雇用の場が必要と

なります。そのため、三沢市の優位性である

高速交通網などの利便性を生かした企業誘致

のほか、地元企業や起業をする方への支援を

強化してまいります。

一方、三沢市は、多種多様で豊富な地域資

源を持ち合わせており、その潜在力や可能性

は満ちあふれております。

それらの可能性を引き出すためには、まず

は地場産品であります長芋、ゴボウ、ニンニ

クや昼イカ、ホッキ貝などすぐれた農水産物

のブランド化を推し進め、生産者の所得の安

定化を図るとともに、シティセールスの食部

門としてのＰＲにもつなげてまいります。

また、現在整備中である三沢駅や三沢空港

といった高速交通機能の強化・連携による交

流人口の拡大を図り、もっと便利に、もっと

快適なにぎわいのあるまちの創出に努めてま

いります。

第６に、「みさわ愛の醸成」についてであ

ります。

三沢市は、米軍三沢基地があることによ

り、アメリカの文化の風が舞い、香り漂うま

ちでありますが、この特有の文化や人材は、

三沢市の宝であると思っております。

ふだん何げなく暮らしていると当たり前に

なってしまいがちでありますが、ここでもう

一度、開放的でアメリカナイズされたよき風

土や国際文化都市ならではの特色に光を当て

てみたいと考えております。

三沢でアメリカ文化と言えば、真っ先に

バーベキューと答える方も多くいらっしゃる

と思います。家族や友人、職場の同僚など、

多くの方が自宅や公園等で当たり前のように

行っているバーベキューをよき文化としてブ

ランド化し、三沢の魅力を全国に発信してま

いります。

また、勉学や就職などにより県外に暮らし

ている三沢市出身者の方も数多くおります。

その方々は、ある意味三沢の応援団であり、

ふるさと大使と言っても過言ではないと思い

ます。

そこで、県外に暮らす三沢市出身者を対象

に、ふるさと三沢、大好きな三沢をもっとす

てきに身近に感じてもらうため、仮称三沢会

という親睦組織を立ち上げ、「みさわ愛の醸

成」へとつなげてまいります。

最後に、三沢基地に対する基本的な姿勢を
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申し上げます。

三沢基地は、まちづくりを進めていく上

で、大変重要な位置づけとなっております

が、一方で訓練等による航空機騒音など、基

地に対する市民の皆様の不安も承知しておる

ところでございます。

これらに対する対応につきましては、防衛

や外交政策は国の専管事項ではありますが、

歴代の市長と同様に基地との信頼関係構築の

もと、共存共栄という立場を継承しつつも、

騒音問題や隊員等の事件・事故等に対しまし

ては、市民の生命及び財産を守るため、国は

もとより米軍などの関係機関に対して毅然と

した態度で臨み、一つ一つの問題に迅速かつ

丁寧に、是々非々で対応してまいります。

以上、市政運営を担うに当たっての基本姿

勢と所信を申し上げましたが、主役はあくま

でも市民の皆様であります。市民とともに歩

む行政を目指し、公正公平で透明性の高い市

政運営に常に心がけ、微力ではありますが、

職員と一丸となって、オール三沢の体制で、

令和という新しい時代とともに市政発展のた

め全力を傾注してまいりますので、議員各位

並びに市民の皆様方の御支援と御協力を心か

らお願い申し上げます。

それでは、本日上程されました議案の主な

るものにつきまして、その概要を御説明申し

上げます。御審議の参考にしていただきたい

と存じます。

まず、議案第１号は、専決処分の承認を求

めることについてであります。

平成３０年度三沢市一般会計補正予算（第

７号）の専決要因といたしましては、地方交

付税及び各種交付金の決定等による市債の調

整、並びにその他の財源調整が必要となりま

したので、地方自治法第１７９条第１項の規

定に基づき専決処分をしたものであります。

この結果、補正額は歳入歳出とも９３５万

９,０００円の減額補正となり、既定額との

累計では２３８億６１４万１,０００円と

なったところであります。

次に、議案第２号は、令和元年度三沢市一

般会計補正予算（第１号）についてでありま

す。

今回の補正予算は、消費税率引き上げに伴

う低所得者及び子育て世帯に対するプレミア

ム付商品券事業並びに県の補助事業採択によ

る経費の予算措置のほか、緊要な一般行政経

費の補正であります。

この結果、補正総額は歳入歳出とも１億

７,３６０万円の増額補正となり、既定額と

の累計では２２２億９,６６０万円となった

ところであります。

それでは、歳出の主なるものについて御説

明を申し上げます。

民生費のプレミアム付商品券事業費につき

ましては、低所得者及び子育て世帯に対し、

消費税率引き上げによる影響を緩和するため

のプレミアム付商品券発行に要する経費とし

て７,１３７万８,０００円を計上いたしまし

た。

また、幼児教育・保育無償化実施円滑化等

事業費につきましては、本年１０月から実施

される幼児教育・保育無償化のためのシステ

ム改修業務委託料など１,１２６万７,０００

円を計上いたしました。

農林水産業費の農業次世代育成振興費につ

きましては、地域の担い手が経営発展など意

欲的に取り組む際に必要となる農業用機械等

の導入について支援する、担い手確保・経営

強化支援事業に要する経費として２,３３１

万円を計上いたしました。

土木費の三沢駅東口外壁改修事業につきま

しては、老朽化に伴う東口トイレ等雨漏り改

修工事など総額で１,３２６万６,０００円を

計上いたしました。

次に、歳入の主なるものについて御説明を

申し上げます。

国庫支出金につきましては、プレミアム付

商品券事業費補助金７,１３７万８,０００円

などにより、総額で１億１,４８４万２,００

０円を増額いたしました。

県支出金につきましては、担い手確保・経

営強化支援事業費補助金などにより、総額で
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は３,１１５万４,０００円を増額いたしまし

た。

繰越金につきましては、前年度繰越金とし

て２,３５０万４,０００円を増額いたしまし

た。

諸収入につきましては、コミュニティー助

成事業費助成金として２２０万円を増額いた

しました。

市債につきましては、民生安定道路整備事

業債など、総額では１８０万円を増額いたし

ました。

以上が、令和元年度三沢市一般会計補正予

算（第１号）の概要であります。

次に、議案第３号は、令和元年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第１号）であり

ますが、御審議の際に詳細に御説明申し上げ

たいと存じますので、御了承願います。

議案第４号は、三沢市子ども・子育て会議

条例の一部を改正する条例の制定について、

議案第５号から議案第１０号までの６議案

は、地方税法等の改正に伴い、市税及び国民

健康保険税等に関する条例の一部改正につい

て、それぞれ地方自治法第１７９条第１項の

規定に基づき専決処分いたしましたので、そ

の承認を求めるものであります。

議案第１１号は、三沢市火災予防条例の一

部を改正する条例の制定について、行政運営

上必要な条例の改正であります。

以上をもちまして、提案いたしました議案

の主なるものについて、その概要を御説明申

し上げましたが、議事の進行に伴い、御質問

に応じ、本職並びに関係部長等から詳細に御

説明申し上げたいと存じます。

何とぞ慎重御審議の上、原案どおり御議決

賜りますようお願いを申し上げます。

私からは、以上です。

─────────────────

○議長（舩見亮悦君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明２９日から７月３日までは、議案

熟考のため、本会議は休会となります。

次回本会議は４日で、市政に対する一般質

問を行います。

本日は、これをもって散会します。

午前１０時３８分 散会


